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　肛門疾患とは消化管の最終器官である肛門管およびその周囲に発症する疾患の
総称である．一般的には痔疾患と称される痔核（いぼ痔），裂肛（切れ痔），痔瘻が
その代表である．それ以外にも膿皮症や毛巣洞といった肛門周囲の皮膚に発症す
る慢性化膿性皮膚疾患や，尖圭コンジローマのような肛門周囲皮膚のウイルス性
感染症なども含まれる．肛門そう痒症のように，原因は多岐にわたるが「そう痒」
という症状でくくられる疾患もある．骨盤臓器脱の一つである直腸脱も肛門から
直腸が全周性に脱出してくる病態であるため，広い意味で肛門疾患の一つとして
扱われる．炎症性腸疾患の一つであるクローン病では，痔瘻，肛門潰瘍，スキン
タッグ，肛門狭窄など多彩な肛門病変が出現することがあり，その特徴的な外観
から肛門病変をきっかけに腸管精査を行うことで，クローン病の診断がつく症例
も少なくない．
　肛門部の悪性疾患としては，肛門管内の肛門上皮および肛門周囲の皮膚に発症
した肛門癌があげられる．これは直腸癌が腺癌であるのに対して，肛門部の皮膚
に由来する扁平上皮癌であり，放射線治療が奏効することから治療方針も直腸癌
とは大きく異なる．前癌状態として上皮内に限局している扁平上皮癌は，過去に
は Bowen病と呼ばれていたが，現在では high grade squamous intraepithelial 
lesion（または anal intraepithelial neoplasia）と呼ばれ，拡大鏡やルゴール散布な
ど子宮頸癌の診断を応用した診断検査が海外では普及している．そのほかにも肛
門周囲の皮膚に発症する上皮内腺癌である Paget病も乳房外 Paget病の一つとし
て忘れてはならない疾患である．まれではあるが悪性黒色腫も肛門周囲の皮膚や
肛門上皮に発症し，予後がきわめて不良なため肛門部の悪性疾患の一つとして留
意しておかなければならない．
　便秘，便排出困難，頻回排便，便失禁などの排便障害の症状を訴えて外来を受
診する患者も多い．排便障害は狭い意味では肛門疾患の範疇には入らないが，直
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腸疾患や肛門疾患に起因する症状との鑑別を要する．たとえば裂肛では肛門狭窄
を伴うことが多いため，便排出困難の症状を訴えるが，大腸通過遅延型の慢性便
秘症で直腸内の便が硬いだけでも便排出困難をきたす．また骨盤臓器脱の一つで
ある直腸瘤は怒責時に直腸が膣内に膨隆する病態であるが，便排出困難の症状を
訴えるのが特徴的である．便失禁は肛門括約筋の機能不全とされ，分娩時の会陰
裂傷や複雑痔瘻の手術後遺症として括約筋が大きく損傷された場合に生じること
があるが，実際には分娩や肛門手術の既往歴のない高齢者が便失禁を訴える場合
が多い．これには内外肛門括約筋の加齢による機能低下や肛門管の感覚低下など
が関与しているが，軟便などの便性状そのものが影響している場合も多い．また
高齢者や小児では直腸内に便塊が貯留したときに反射的に内肛門括約筋が弛緩し
て便失禁をきたす溢流性便失禁という状態もみられることがある．これらの排便
障害に対しては，投薬などの対症療法に加えて，近年では直腸瘤に対する後膣壁
形成術，便失禁に対する括約筋形成術や仙骨神経刺激療法などの外科的治療も適
応に応じて推奨される．
　消化器内科医や一般内科医にとって肛門疾患は専門外の疾患とみなされがちで
あるが，専門医でなくてもちょっとした知識があれば問診や肛門診察だけでほと
んどの肛門疾患を外来で診断できる．かかりつけの患者が肛門や排便に関する症
状を訴えたとき，本特集を参考にして適切な診断や薬物療法などの初期診療を行
うことができるようになることを期待している．初期診療だけで症状が改善すれ
ば，かかりつけの患者は大いに喜ぶであろう．肛門疾患だからといって最初から
診察せずに紹介状を書くよりも，自身で確診または疑い診断をつけたうえで，初
診時または初期診療でしばらく経過を見てから外科や肛門科へ紹介していただく
ほうが，かかりつけの患者からの信頼も増すのではないかと思う．ぜひ本特集に
目を通していただき，肛門疾患に少しでも興味をもっていただければ，本特集を
企画した意義が達せられる．
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